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岡
村　

繁　
　

も
う
十
年
余
り
も
昔
の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
「『
白
氏
文
集
』
の
舊
鈔
本
と
舊
刊
本
」
と
い
う
拙
論
の

中
で
、
わ
が
平
安
時
代
初
期
の
入
唐
僧
慧
萼
が
蘇
州
南
禅
院
秘
蔵
の
『
白
氏
文
集
』
六
十
七
巻
を
書
写
・
校
勘
で
き
た

経
緯
を
私
な
り
に
推
察
し
て
、

會
昌
二
年
（
八
四
二
）、
廬
山
の
東
林
寺
本
『
白
氏
文
集
』
七
十
卷
が
完
備
し
て
か
ら
二
年
後
の
會
昌
四
年
（
八
四
四
）

三
、
四
、
五
月
の
交
、
わ
が
入
唐
僧
慧
萼
は
、
蘇
州
南
禪
院
に
お
い
て
當
寺
秘
藏
の
『
白
氏
文
集
』
六
十
七
卷
本

を
書
寫
・
校
勘
し
て
い
る
。
し
か
し
思
う
に
、
當
時
の
一
般
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
南
禪
院
本
六
十
七
卷

な
ど
は
、
す
で
に
色
褪
せ
た
舊
套
の
未
完
本
に
し
か
過
ぎ
ず
、
さ
ほ
ど
人
々
か
ら
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
東
海
の
小
國
か
ら
來
訪
し
た
一
介
の
旅
僧
が
幾
月
も
か
け
て
當
寺
の
こ
の
秘
藏
本
を
「
密
か
に
寫

し
得
た
る
」（
前
田
尊
經
閣
文
庫
藏
天
海
校
本
卷
十
三
載
惠
萼
識
語
）
所
以
で
あ
る
。 sam
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と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
一
九
九
七
年
五
月
刊
『
東
方
學
會
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
學
論
集
』
三
二
一―

三
二
二
頁
）。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
、
二
〇
〇
八
年
の
秋
も
か
な
り
深
ま
っ
た
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
く
本
書
の
著
者
の

陳
え
さ
ん
か
ら
、
勉
誠
出
版
刊
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
論
「
慧
萼
と
蘇
州
南
禅
院

本
『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝
来―

会
昌
四
年
識
語
を
読
み
解
く―

」
の
抽
印
本
を
早
速
に
恵
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
論
題
を
見
れ
ば
、
か
ね
て
か
ら
私
も
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
問
題
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
何
は
さ
て
措
き
、

早
速
こ
の
大
論
を
拝
読
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
見
る
見
る
私
は
そ
の
論
述
の
素
晴
ら
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
き
、
や

が
て
そ
れ
は
驚
嘆
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
幸
い
に
も
こ
の
大
論
は
、
そ
の
ま
ま
本
書
の
下
篇
第
六
章
に
再
録
さ
れ
て
い

る
の
で
、
恐
ら
く
読
者
諸
賢
も
私
の
こ
の
感
懐
を
首
肯
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の
論
述
は
、
ま
ず
現
存
す

る
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
・
巻
十
二
・
巻
十
三
・
巻
二
十
五
・
巻
三
十
一
・
巻
三
十
三
・
巻
四
十

一
・
巻
四
十
四
・
巻
四
十
九
・
巻
五
十
・
巻
五
十
二
・
巻
五
十
九
の
各
巻
末
に
附
記
さ
れ
た
慧
萼
（
恵
萼
）
自
身
の
会
昌

識
語
全
十
二
条
に
対
す
る
詳
密
妥
当
な
解
読
か
ら
始
ま
り
、
併
せ
て
慧
萼
の
入
唐
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
こ
れ

ら
の
周
到
詳
密
な
考
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、
会
昌
四
年
、
折
し
も
廃
仏
の
擾
乱
が
中
国
全
土
で
最
も
猖
獗
を
極
め
て
い

た
真
っ
最
中
、
慧
萼
が
敢
え
て
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
を
転
写
し
、
一
山
の
僧
侶
た
ち
も
こ
れ
に
協
力
し
た
事
実
を

正
に
手
に
取
る
ご
と
く
具
体
的
に
、
し
か
も
極
め
て
明
快
に
解
説
し
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
こ
の

よ
う
な
斬
新
周
到
な
考
証
・
明
解
が
、
果
た
し
て
今
ま
で
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、『
白
氏
文
集
』
に
用
い
ら
れ
た
一
つ
一
つ
の
語
句
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
陳
え
さ
ん
は
、
私
が
不
用
意
に
誤

解
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
的
確
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
例
え
ば
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
、「
元
九
の
『
東
川
路
の

詩
』
に
酬
和
す
」
十
二
首
の
第
十
一
首
「
望
駅
台
三
月
三

十
日

」
詩
（
〇
七
六
七
）―

靖
安
宅
裏
當
窓
柳　
　
靖
安
の
宅
裏　
窓
に
当
れ
る
柳

望
驛
臺
前
撲
地
花　
　
望
駅
台
前　
地
に
撲み

つ
る
花

兩
處
春
光
同
日
盡　
　
両
処
の
春
光　
同
日
に
尽
く

居○
○人

思
客
客
思
家　
　
居
人
は
客
を
思
ひ　
客
は
家
を
思
ふ

の
場
合
、
か
つ
て
私
は
単
純
に
こ
の
詩
の
総
題
に
従
っ
て
、
第
四
句
に
見
え
る
「
居
人
」
を
「
長
安
に
い
る
私
」
と
解

釈
し
、
さ
ら
に
そ
の
「
語
釈
」
で
こ
れ
を
解
説
し
て
「
長
安
に
い
る
人
、
白
居
易
を
い
う
」
と
述
べ
て
お
い
た
（
明
治
書

院
刊
『
白
氏
文
集
』
第
三
冊
、
一
六
二
頁
）。
と
こ
ろ
が
後
日
陳
え
さ
ん
は
、
慧
眼
に
も
私
の
こ
の
浅
見
を
看
破
し
て
、
ま
ず
白

居
易
の
こ
の
応
酬
詩
の
本
歌
、
元
稹
の
「
望
駅
台
三
月
尽

」
詩
が
、
長
安
靖
安
里
の
元
稹
宅
で
元
稹
の
帰
宅
を
待
ち
わ
び

る
妻
の
韋
叢
に
思
い
を
馳
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
事
実
を
指
摘
し
、
つ
い
で
、「
居
人
」
の
用
例
と
し
て
夙
に
『
文
選
』

に
、
六
朝
末
劉
宋
の
鮑
照
「
東
門
行
」（
巻
二
十
八
）・
梁
の
江
淹
「
別
賦
」（
巻
十
六
）
な
ど
、
夫
を
思
念
す
る
妻
を
指
す

sam
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用
例
が
あ
る
事
実
を
指
摘
し
て
、
白
居
易
の
こ
の
詩
に
所
謂
「
居
人
」
も
、
長
安
に
い
る
白
氏
自
身
で
は
な
く
、
実
は

長
安
靖
安
里
の
自
宅
で
夫
の
元
稹
を
待
ち
わ
び
る
妻
の
韋
叢
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
快
に
考
証
し
て
い
る
（
二
〇
〇
七

年
十
月
刊
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
七
集
一
一
六―

一
一
七
頁
。
お
よ
び
本
書
四
一―

四
三
頁
）。
こ
れ
ま
た
私
の
蒙
を
啓
く
こ
と
甚
だ
多

大
で
あ
っ
た
。

以
上
、
い
さ
さ
か
私
事
に
わ
た
っ
て
し
ま
っ
て
恐
縮
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
こ
の
よ
う
な
陳
え
さ
ん
の
優
れ
た
論

考
に
接
し
て
、
始
め
て
私
は
、
近
時
中
国
か
ら
来
航
勉
学
中
の
こ
の
少
壮
学
者
が
、
現
在
の
日
本
の
中
国
文
学
界
は
も

ち
ろ
ん
、
本
国
の
中
国
文
学
界
で
も
数
少
な
い
優
秀
な
若
い
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
輝
か
し
い
今
後
の
活

躍
を
心
窃
か
に
待
望
し
て
い
た
。

果
た
せ
る
か
な
、
最
近
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
こ
の
ほ
ど
陳
え
さ
ん
は
、
従
来
中
国
や
日
本
の
学
術
誌
に
発

表
し
て
き
た
白
居
易
・
廬
山
関
係
の
各
種
論
考
を
結
集
し
、
さ
ら
に
未
発
表
の
労
作
若
干
を
補
充
し
て
博
士
論
文
と

し
、
こ
れ
を
九
州
大
学
に
提
出
し
て
、
め
で
た
く
学
位
を
取
得
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
欣
快
に
堪
え
な

い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
博
士
論
文
が
本
書
で
あ
る
。
早
速
こ
れ
を
披
閲
す
れ
ば
、
私
の
期
待
に
違
わ
ず
本
書
に

収
録
さ
れ
た
各
種
論
考
は
、
い
ず
れ
も
大
所
高
所
か
ら
問
題
の
本
質
を
鋭
く
的
確
に
把
握
し
、
関
聯
す
る
古
今
中
外
の

文
献
・
学
説
を
可
能
な
か
ぎ
り
幅
広
く
精
密
に
捜
訪
し
、
こ
れ
に
的
確
な
検
討
を
加
え
た
、
正
に
刮
目
す
べ
き
卓
論
に

満
ち
溢
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
顕
著
な
論
考
を
幾
つ
か
例
示
す
れ
ば
、

（
一
）
白
居
易
が
江
州
左
遷
以
後
に
提
唱
し
は
じ
め
る
「
兼
済
・
独
善
」
思
想
は
、
従
来
一
般
に
は
『
孟
子
』
尽
心

上
篇
の
「
窮
則
獨○

○善
其
身
、
達
則
兼○

○善
天
下
」（
窮
す
れ
ば
則
ち
独
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
善
く
す
）

を
直
接
継
承
し
た
儒
教
思
想
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
通
説
に
対
し
て
本
書
は
、
東
晋
末
の
慧
遠
（
三
三
四―
四

一
六
？
）
を
開
祖
と
す
る
廬
山
僧
団
に
よ
っ
て
六
朝
時
代
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
文
学
的
伝
統
を
究
明
し
て
、
こ

の
白
居
易
の
思
想
が
、
実
は
本
質
的
に
は
廬
山
僧
団
の
「
独
善
」
思
想
に
基
づ
く
仏
教
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
を

体
系
的
に
解
明
し
て
い
る
（
序
論
「
廬
山
の
風
土
と
白
居
易
文
学
の
展
開
」
六―

一
〇
頁
）。

（
二
）
悼
亡
詩
の
開
祖
で
あ
る
西
晋
の
潘
岳
（
二
四
七―

三
〇
〇
）
の
「
悼
亡
詩
三
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
三
）
が
、
た
だ
妻

を
亡
く
し
た
夫
の
悲
し
い
心
情
だ
け
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
元
稹
は
、
そ
の
新
妻
韋
叢
を
亡
く
し
た
時
、

か
か
る
伝
統
的
な
創
作
態
度
を
止
揚
し
て
、
例
え
ば
亡
妻
の
生
前
の
姿
態
や
感
情
を
直
接
的
・
具
体
的
に
、
且

つ
可
能
な
か
ぎ
り
精
緻
に
生
け
る
が
ご
と
く
詠
み
綴
っ
た
り
、
従
来
の
五
言
古
詩
で
は
な
く
近
体
律
詩
を
多
用

し
た
り
す
る
な
ど
、
元
稹
の
悼
亡
詩
に
は
、
努
め
て
そ
の
詩
体
を
多
様
化
し
よ
う
と
す
る
斬
新
な
創
作
意
図
が

あ
っ
た
事
実
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
（
第
一
章
「
元
白
の
悼
亡
唱
和
詩
と
そ
の
時
代
精
神
」
二
三―

三
三
頁
）。

（
三
）
廬
山
の
東
林
寺
・
西
林
寺
を
中
心
と
す
る
廬
山
仏
教
は
、
白
居
易
の
思
想
転
換
、
つ
ま
り
儒
教
信
仰
か
ら
仏

教
信
仰
へ
と
傾
斜
し
て
ゆ
く
思
想
転
換
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
本
書
は
、
そ
う
し
た
白
居
易
の
思
想
転

換
の
軌
跡
を
克
明
に
追
究
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
白
居
易
が
江
州
左
遷
か
ら
一
年
有
余
を
経
た
元
和
十
一
年

sam
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（
八
一
六
）
冬
に
廬
山
を
訪
れ
て
か
ら
以
後
、
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
正
月
の
東
林
寺
参
禅
、
同
三
月
の
草
堂
移
居

を
経
て
、
始
め
て
白
居
易
が
左
遷
当
初
の
精
神
的
衝
撃
か
ら
脱
出
し
て
「
浄
土
信
仰
」
と
「
文
字
因
縁
」
を
中

心
と
す
る
仏
教
信
仰
を
形
成
し
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
に
は
こ
の
人
生
観
に
従
っ
て
安
定
し
た
新
し
い
人
生
を

送
り
始
め
て
お
り
、
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
忠
州
刺
史
に
昇
進
以
後
に
お
い
て
も
常
に
廬
山
僧
団
と
緊
密
な
関
係

を
保
ち
つ
づ
け
、
終
生
こ
の
仏
教
信
仰
の
生
活
は
変
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
の
克
明
な
考
証
追
跡
が
そ

れ
で
あ
る
（
第
三
章
「
白
居
易
と
廬
山
僧
団
と
の
交
遊
」
九
一―

一
一
九
頁
）。

（
四
）
東
晋
末
の
慧
遠
（
三
三
四―

四
一
六
？
）・
南
朝
劉
宋
の
謝
霊
運
（
三
八
五―

四
三
三
）・
中
唐
の
白
居
易
（
七
七
二―

八
四

六
）
の
山
水
詩
は
、
三
者
の
間
に
明
確
な
継
承
関
係
が
あ
り
、
白
居
易
が
廬
山
で
詠
唱
し
た
山
水
詩
の
多
く
は
、

慧
遠
及
び
謝
霊
運
の
詩
に
見
え
る
山
水
仏
教
思
想
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
る
事
実
を
、
本
書
は
厖
大
な
例

証
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
第
四
章
「
廬
山
仏
教
思
想
と
白
居
易
の
文
学
」
一
二
一―

一
五
三
頁
）。

（
五
）
五
代
・
呉
の
僧
匡
白
の
碑
文
「
江
州
徳
化
王
（
楊
澈
）
東
林
寺
『
白
氏
文
集
』
記
」（『
全
唐
文
』
巻
九
一
九
所
収
）
に

対
す
る
本
書
著
者
の
見
事
な
解
読
考
証
。
こ
の
匡
白
碑
文
は
、
五
代
・
呉
の
大
和
六
年
（
九
三
四
）
八
月
十
二
日
、

当
時
の
徳
化
王
楊
澈
が
廬
山
東
林
寺
に
『
白
氏
文
集
』
を
献
上
し
た
際
に
こ
れ
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
碑
文
で

あ
っ
て
、
当
時
廬
山
東
林
寺
の
大
僧
正
で
あ
っ
た
匡
白
の
撰
文
で
あ
る
が
、
本
書
著
者
は
、
こ
の
極
め
て
難
解

な
碑
文
の
用
語
を
一
々
丹
念
に
解
読
し
て
、
廬
山
の
僧
侶
が
『
白
氏
文
集
』
の
転
写
と
伝
播
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
新
史
実
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
た
（
第
五
章
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
」
一
五
七―
一
七
〇
頁
）。

（
六
）
白
居
易
の
最
晩
年
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
三
月
か
ら
会
昌
六
年
（
八
四
六
）
三
月
ま
で
、
中
国
史
上
最
も
残
酷
な

武
宗
政
権
に
よ
る
仏
教
弾
圧
が
勃
発
し
て
、
廬
山
の
東
林
寺
・
洛
陽
の
聖
善
寺
・
蘇
州
の
南
禅
院
等
も
破
壊
さ

れ
た
会
昌
廃
仏
の
乱
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
の
記
述
（
第
五
章
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
」
一
七
〇―

一
七
三
頁
）。

（
七
）
慧
萼
の
生
涯
と
そ
の
入
唐
求
法
に
関
す
る
詳
密
な
事
跡
調
査
（
第
六
章
「
慧
萼
と
蘇
州
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝

来
」
一
八
〇―

一
八
五
頁
）。

（
八
）
慧
萼
が
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
を
転
写
・
校
勘
し
た
経
緯
に
つ
い
て
の
精
緻
な
考
証
と
斬
新
な
見
解
（
第
六

章
「
慧
萼
と
蘇
州
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝
来
」
一
八
五―

一
九
一
頁
）。

（
九
）
現
在
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
大
量
の
元
白
唱
和
詩
の
う
ち
、
著
者
が
新
た
に
発
見
し
た
唱
和
詩―

　
　
八
月
十
四
日
夜
翫
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
稹

　
猶
欠
一
宵
輪
未
滿　
　
猶
ほ
一
宵
を
欠
き　
輪
未
だ
満
た
ず

　
紫
霞
紅
襯
碧
雲
端　
　
紫
霞　
紅
に
し
て　
碧
雲
の
端
を
襯
す

　
誰
能
喚
得
姮
娥
下　
　
誰
か
能
く
姮
娥
の
下
る
を
喚
び
得
て

　
引
向
堂
前
子
細
看　
　
堂
前
に
引み
ち
び
き
向
か
ひ　
子
細
に
看
ん
や 

（『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
六
、「
集
外
詩
」）

sam
ple



（�）（�）

序

　
　
次
韻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
居
易

　
光
彩
徧
空
輪
欲
滿　
　
光
彩　
空
に
徧あ
ま
ね
く　
輪　
満
ち
ん
と
欲
し

　
青
霄
映
出
皎
雲
端　
　
青
霄
映
出
す　
皎
雲
の
端

　
縱
饒
喚
得
嫦
娥
下　
　
縦た

と饒
へ　
嫦
娥
の
下
る
を
喚よ

び
得
る
も

　
不
許
閒
人
取
次
看　
　
間
人
の
取ず
い
い次
に
看
る
を
許
さ
ず 

（『
錦
繡
万
花
谷
』
後
集
巻
一
「
月
」）

　

に
つ
い
て
の
著
者
の
極
め
て
周
到
詳
密
な
考
証
（
第
八
章
「『
白
氏
文
集
』
の
補
綴
」
二
二
七―

二
三
〇
頁
）。

等
は
、
私
が
特
に
驚
嘆
し
た
稀
有
の
卓
然
た
る
考
証
学
的
労
作
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
智
者
千
慮
す
る
も
、
必
ず
一
失
有
り
、
上
述
の
よ
う
に
名
論
卓
説
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
並
ん
だ
本
書
の

中
に
も
、
若
干
な
が
ら
私
が
疑
義
を
差
し
挟
ま
ざ
る
を
得
な
い
所
説
が
介
在
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

第
七
章
「
唐
末
五
代
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
伝
承―

詩
僧
斉
己
の
活
動
を
中
心
に―

」
の
中
で
、
著
者
は
、

廬
山
東
林
寺
本
『
白
氏
文
集
』
が
唐
末
に
淮
南
節
度
使
の
高
駢
（
八
二
一―

八
八
九
）
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
と
い
う
従

来
の
定
説
を
誤
伝
と
し
、
こ
の
東
林
寺
本
『
白
氏
文
集
』
を
廬
山
か
ら
持
ち
出
し
た
の
は
高
駢
で
は
な
く
、
実
は
そ
の

後
の
五
代
時
期
に
荊
南
節
度
使
で
あ
っ
た
高
季
興
で
あ
っ
た
と
し
、
更
に
こ
の
東
林
寺
本
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
の
背

後
に
は
、
東
林
寺
僧
侶
で
あ
っ
た
詩
僧
斉
己
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
、
と
い
う
注
目
す
べ
き
新
説
を
提
示
し
て
い
る

（
本
書
一
九
九―

二
〇
五
頁
）。

し
か
し
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
従
来
の
「
高○

○駢
奪
取
説
」
の
根
拠
に
な
っ
て
い
た
北
宋
の
宋
敏
求
（
一
〇
一
九―
一
〇
七

九
）
の
『
春
明
退
朝
録
』
に
見
え
る
一
文―

高○
○駢

、
淮
南
に
鎮
せ
し
と
き
、
江
西
の
廉
使
（
観
察
使
）
に
寄
語
（
伝
言
）
し
て
、
東
林
（
寺
）
の
集
を
取
り
て
之
を
有

す
。
香
山
（
寺
）
の
集
も
、
乱
を
経
て
、
亦
た
復ふ
た
た
び
は
存
せ
ず
。

お
よ
び
宋
敏
求
と
同
時
期
の
陳
舜
兪
（
？―

一
〇
七
五
）
の
『
廬
山
記
』（
日
本
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）
巻
二
（
叙
山
北
篇
）
に
見
え
る
一

文―

広
明
（
八
八
〇―

八
八
一
）
中
、（
東
林
寺
の
『
白
氏
文
集
』
前
集
六
十
巻
・
後
集
十
巻
は
）
遠
公
（
慧
遠
）
の
『
匡
山
集
』
と
、
並
び

に
淮
南
の
高○

○駢
の
取
る
所
と
為
る
。

は
、
共
に
史
実
と
し
て
一
応
認
め
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
陳
え
さ
ん
が
そ
の
新
説
の
根
拠
と

し
た
斉
己
そ
の
人
の
作
「
行
軍
太
傅
（
高
季
興
）
の
白
氏
東
林
の
集
（
東
林
寺
本
『
白
氏
文
集
』）
を
得
る
を
賀
す
」
詩
（『
全
唐
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序

詩
』
巻
八
四
四
・
四
部
叢
刊
本
『
白
蓮
集
』
巻
七
所
収
）―

樂
天
歌
詠
有
遺
編　
　
楽
天
の
歌
詠　
遺
編
有
り

留
在
東
林
伴
白
蓮　
　
留
め
て
東
林
に
在
り
て　
白
蓮
に
伴
ふ

百
尺
典
墳
隨
喪
亂　
　
百
尺
の
典
墳　
喪
乱
に
随
ふ
も

一
家
風
雅
獨
完
全　
　
一
家
の
風
雅　
独
り
完
全
た
り

常
聞
荊
渚
通
侯
論　
　
常か
つ

て
聞
く　
荊
渚
通
侯
の
論　

果
遂
吳
都
使
者
傳　
　
果
た
し
て
遂
に　
呉
都
使
者
に
伝
ふ

仰
賀
斯
文
歸
朗
監　
　
仰
ぎ
て
賀
す　
斯
文　
朗
監
に
帰
し

永
資
聲
政
入
薫
弦　
　
永
し
へ
に
声
政
の
薫
弦
に
入
る
に
資
せ
ん
こ
と
を

が
、
却
っ
て
従
来
の
「
高○

○駢
奪
取
説
」
を
雄
弁
に
裏
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
こ
の
斉
己
の
詩

の
第
六
句
に
所
謂
「
呉
都
使
者
」
は
、
そ
の
用
法
上
、
呉
都
（
揚
州
）
を
鎮
す
る
淮
南
節
度
使
を
指
す
の
が
至
当
で
あ
っ

て
、
本
書
に
言
う
ご
と
く
「
呉
王
（
楊
氏
）
の
使
者
」
と
解
す
る
（
二
〇
七
頁
）
こ
と
は
無
理
だ
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、

右
記
の
斉
己
の
詩
全
八
句
の
意
味
は
、
私
の
見
る
か
ぎ
り
、

白
楽
天
の
歌
詠
は
そ
の
歿
後
も
『
文
集
』
が
残
っ
て
い
て
、
慧
遠
の
『
匡
山
集
』
と
共
に
廬
山
の
東
林
寺
に
保

存
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
数
多
く
の
古
い
典
籍
は
世
の
喪
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
佚
し
た
け
れ
ど
も
、
幸
い
に
白
楽
天
の
詩
文

だ
け
は
完
全
に
残
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
白
氏
文
集
』
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
荊
南
節
度
使
の
博
識
な
貴
公
の
説
明
を
聞
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
案
の
上
つ
い
に
は
呉
都
揚
州
を
鎮
す
る
淮
南
節
度
使
の
高
駢
に
伝
わ
っ
た
と
か
。

そ
し
て
今
や
、
そ
の
『
白
氏
文
集
』
が
貴
公
と
い
う
聡
明
な
地
方
長
官
の
手
中
に
帰
し
、
末
永
く
貴
公
の
善
政

に
資
す
る
歌
声
と
な
っ
た
こ
と
は
、
仰
ぎ
見
て
慶
賀
に
堪
え
な
い
。

と
い
う
内
容
に
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
前
述
の
宋
敏
求
・
陳
舜
兪
が
共
に
唐
代
の
歴
史
に
詳
し
い
北
宋
の

碩
学
で
あ
っ
て
み
れ
ば
尚
更
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
斉
己
の
詩
の
末
尾
に
所
謂
「
薫
弦
」
は
、『
孔
子
家
語
』
巻

八
・
弁
楽
解
に
、

昔
者
、
舜
は
五
絃○

の
琴
を
弾
じ
、「
南
風
」
の
詩
を
造
る
。
其
の
詩
に
曰
く
、「
南
風
の
薫○

れ
る
、
以
て
吾
が
民
の

愠う
ら

み
を
解
く
べ
し
。
南
風
の
時
あ
る
、
以
て
吾
が
民
の
財
を
阜さ
か

ん
に
す
べ
し
」
と
。
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と
あ
る
に
基
づ
く
。
為
政
者
の
情
け
深
い
政
治
に
譬
え
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
著
者
の
仮
説
提
示
が
、
た
と
え
時
に
真
っ
当
を
失
し
て
い
た
と
し
て
も
、
私
は
決
し

て
そ
れ
を
責
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
著
者
の
か
か
る
勇
敢
な
学
問
的
態
度
に
万
雷
の
拍
手
を
捧
げ
た
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
勇
気
あ
る
開
拓
精
神
こ
そ
、
も
と
も
と
研
究
者
に
と
っ
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
学
問
進
展

の
原
動
力
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
、
す
こ
ぶ
る
浅
陋
に
し
て
鄙
拙
な
所
見
な
が
ら
、
こ
の
前
途
有
為
な
著
者
の
並
々
な
ら
ぬ
労
作
に
対
し

て
縷
々
忌
憚
の
な
い
鄙
見
を
吐
露
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
は
、
そ
の
高
邁
な
見
識
と
い
い
、
そ
の
堅

実
な
考
証
と
い
い
、
将
又
そ
の
古
今
内
外
に
わ
た
る
幅
広
い
参
考
文
献
の
査
照
と
い
い
、
ま
こ
と
に
近
来
稀
に
見
る
出

色
の
論
考
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
中
外
の
研
究
者
た
ち
か
ら
絶
賛
を
博
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
と
り
わ
け
今
後
の
学
界
を
担

う
若
い
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
よ
な
き
指
標
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
読
者
諸
賢
の
熟
読
精
思
を
期
待
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
二
〇
一
一
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
於
九
州
福
岡
陋
室　
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序論　廬山の風土と白居易文学の展開

序
論　

廬
山
の
風
土
と
白
居
易
文
学
の
展
開

中
国
江
西
省
の
南
に
聳
え
立
つ
廬
山
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
も
悠
久
か
つ
深
厚
な
文
化
的
伝
統
を
持
つ
名
峰
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
と
く
に
中
国
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
慧
遠
の
修
道
地
や
、
六
朝
の
大
詩
人
で
あ
る
陶
淵
明
の
故
里
と
し
て
、
早
く
海
外

の
諸
国
に
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
長
ら
く
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
日
本
の
平
安
に
お
い
て
、
こ
の
偉
大
な
山
は
、
専
ら
白
居
易
の
山
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
清
少
納
言
が
『
枕
草
子
』
に
詠
み
綴
っ
た
香
炉
峰
の
雪
の
風
流
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
白
居
易
と
廬
山
と
の
関
係
を
代
表
す
る

絶
好
の
逸
話
で
あ
る
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
大
江
匡
房
の
『
江
談
抄
』
に
よ
る
と
、
平
安
の
貴
族
た
ち
が
選
び
出
し

た
『
白
氏
文
集
』
第
一
の
傑
作
も
、
廬
山
を
詠
じ
た
次
の
一
聯
で
あ
る（１
）。

蘭
省
花
時
錦
帳
下　
　
蘭
省
の
花
時　
錦
帳
の
下

廬
山
雨
夜
草
庵
中　
　
廬
山
の
雨
夜　
草
庵
の
中

こ
れ
は
『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
廬
山
草
堂
夜
雨
独
宿
、
寄
牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員
外
」
詩
（
一
〇

七
九
）
の
中
の
第
二
聯
で
あ
る
。「
君
た
ち
は
き
っ
と
尚
書
省
に
居
て
錦
の
帳
の
下
で
満
開
の
花
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

私
は
廬
山
の
草
堂
に
居
て
静
か
な
雨
の
夜
を
迎
え
て
い
る
」
と
、
ま
る
で
話
し
言
葉
そ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
素
朴
な
一
文
と
し
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従
来
の
白
居
易
研
究
に
お
い
て
は
、
概
ね
『
旧
唐
書
』
白
居
易
伝
の
記
述
に
従
っ
て
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
の
江
州
司
馬
左
遷
を

境
に
し
て
彼
の
人
生
を
前
・
後
の
二
期
に
分
け
る
。
そ
こ
で
は
、
白
居
易
の
廬
山
生
活
は
、
白
居
易
の
人
生
の
転
換
期
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
書
に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
指
摘
は
決
し
て
充
分
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
我
々
が
文
学
研
究

を
行
う
際
の
視
点
と
、
史
書
に
お
け
る
史
官
の
視
点
と
は
、
根
本
的
に
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
史
書
に
描
か
れ
る
白
居
易
は
、
あ
く
ま
で
官
僚
と
し
て
の
姿
で
あ
り
、
記
述
の
対
象
と
な
る
時
期
も
宮
仕
え
の
間
が
中
心

で
あ
り
、
出
仕
以
前
や
、
致
仕
以
後
の
記
述
は
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
史
書
の
中
に
形
成
さ
れ
た
白
居
易
像
は
、
彼
の

一
官
僚
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
公
私
を
問
わ
ず
彼
の
人
生
と
文
学
に
対
し
て
何
の
評
価
も
総
括
も
な
さ
れ
て
い
な
い（３
）。
も
ち
ろ

ん
『
旧
唐
書
』
白
居
易
伝
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
江
州
時
期
が
、
白
居
易
の
文
人
官
僚
と
し
て
の
転
換
期
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
白
居
易
の
出
仕
期
で
は
な
く
、
彼
の
七
十
五
歳
と
い
う
長
い
生
涯
の
全
て
が
研
究

の
対
象
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
従
来
の
区
分
よ
り
も
、
む
し
ろ
（
前
期
〈
出
仕
前
・
私
人
〉
→
中

期
〈
出
仕
中
・
公
人
〉
→
後
期
〈
致
仕
後
・
私
人
〉）
と
い
う
よ
う
な
区
分
で
、
彼
の
一
生
を
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
科
挙
の

合
格
と
官
僚
を
辞
め
る
こ
と
と
は
、
中
国
の
封
建
社
会
の
文
人
官
僚
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
節
目
だ
か
ら
で
あ
る（４
）。

言
う
ま
で
も
な
く
、
四
十
数
年
に
及
ぶ
出
仕
期
間
に
詠
み
綴
ら
れ
た
白
居
易
の
詩
文
に
対
す
る
総
合
的
な
研
究
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
更
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
詩
文
を
創
作
す
る
際
に
、
白
居
易
本
人
は
、
今
日
我
々
が
彼
を
称
す

る
と
こ
ろ
の
「
詩
人
（Poet

）」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
、
自
身
に
対
し
て
そ
も
そ
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

白
居
易
に
と
っ
て
の
詩
文
創
作
は
、
む
し
ろ
政
界
に
お
け
る
己
の
存
在
を
示
し
、
ま
た
自
ら
が
そ
の
こ
と
を
深
く
自
省
確
認
す
る
行

為
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
封
建
社
会
の
中
下
層
の
文
人
に
と
っ
て
、
詩
文
の
才
能
を
示
す
こ
と
は
、

自
己
の
官
界
入
り
を
果
た
す
唯
一
の
捷
径
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
静
永
健
氏
は
白
居
易
を
は
じ
め
と
す
る
元
稹
・
李
紳
ら
が
起
こ
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
驚
き
な
の
は
、
早
く
も
源
師
房
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
聯
は
、「
下
三
連
」
と
い
う
近
体
律
詩
で
極
力

避
け
る
べ
き
詩
病
を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
の
人
々
が
、
こ
の
一
聯
を
『
白
氏
文
集
』
中
の

第
一
の
名
句
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
芸
術
性
ゆ
え
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
平
安
の
宮
廷
文
人
は
、
一
世
を
風
靡
し
た
『
長
恨
歌
』
や
『
琵
琶
行
』
の
佳
句
で
は
な
く
、
敢
え
て
こ
れ
を
『
白
氏

文
集
』
の
最
高
傑
作
と
し
て
選
出
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、『
白
氏
文
集
』
を
熟
読
し
た
平
安
の
文
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
廬
山
と
の
出

会
い
が
白
居
易
の
人
生
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
一
聯
の
詩
句
の
底
流
に
、
白
居
易
の
文
学
思
想
に
と
っ
て

特
別
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
白
居
易
は
、
い
つ
か
ら
廬
山
と
結
ば
れ
、
廬
山
か
ら
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
、
な
に
ゆ
え
白
居
易
と
廬
山

と
が
、
長
ら
く
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
た

い
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

一　

白
居
易
の
官
僚
生
活
と
文
学 

白
居
易
、
字
は
楽
天
、
晩
年
に
は
香
山
居
士
、
そ
し
て
酔
吟
先
生
と
も
号
し
た
。
こ
の
偉
大
な
詩
人
は
、
唐
代
文
学
を
代
表
す
る

文
人
と
し
て
久
し
く
後
世
の
崇
敬
を
集
め
、
ま
た
、
朝
鮮
や
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

彼
は
生
来
の
も
の
と
自
負
す
る
鋭
敏
な
文
学
的
感
性
を
持
ち（２
）、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
三
八
〇
〇
首
以
上
に
も
及
ぶ
数
々
の
詩
文
を
詠

み
綴
っ
た
。
そ
の
詩
文
は
、
唐
代
文
学
の
黄
金
時
期
を
彩
る
最
も
燦
爛
華
麗
な
一
群
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
伝
統
的
な
文
学
研
究
に
お
い
て
、
ま
ず
必
要
と
な
る
の
は
、
作
者
の
生
涯
に
対
す
る
全
体
的
な
俯
瞰
で
あ
ろ
う
。
す
で
に

sam
ple
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序論　廬山の風土と白居易文学の展開

官
と
い
う
社
会
的
な
立
場
を
棄
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
一
方
で
は
、
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
極
め

て
危
険
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
周
知
の
如
く
、
江
州
司
馬
左
遷
は
白
居
易
が
政
治
闘
争
の
残
酷
さ
を
認
識
す
る
最
大
の
契
機
に
な
っ
た
。

左
遷
以
後
、
彼
は
常
に
権
力
闘
争
の
回
避
と
満
足
な
社
会
的
地
位
や
生
活
の
維
持
と
の
両
立
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
、
彼
の
精
神
的
活
動
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
官
僚
と
し
て
の
白
居
易
は
、
公
の
場
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
儒
教

の
思
想
を
堅
持
す
る
一
方
、
私
人
と
し
て
は
早
く
か
ら
仏
教
に
傾
倒
し
て
い
た
。
致
仕
す
る
前
の
白
居
易
は
、
い
つ
も
公
と
私
双
方

の
立
場
に
注
意
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
は
、
仏
教
勢
力
に
よ
る
国
政
へ
の
介
入
や
、
国
家
財
政
を
費
や
し
て

の
寺
院
建
立
に
は
断
固
反
対
し
て
お
り
、
公
の
場
で
は
一
貫
し
て
儒
教
の
立
場
を
宣
揚
し
て
い
た
。
だ
が
一
方
で
、
私
人
と
し
て
は

彼
は
多
く
の
仏
教
信
仰
を
賛
美
す
る
詩
文
を
書
き
綴
り
、
更
に
私
財
を
投
じ
て
寺
院
の
建
立
に
奉
仕
し
た（８
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
白

居
易
が
陶
淵
明
ら
前
人
が
果
た
せ
な
か
っ
た
生
活
と
精
神
と
の
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
の
保
持
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
廬
山
僧
団
と
い
う
特

殊
な
集
団
と
の
出
会
い
と
大
い
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
も
ま
さ
し
く
本
書
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
巧
み
に
公
私
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
続
け
て
き
た
姿
勢
は
、
白
居
易
の
致
仕
と
共
に
崩
れ
去
っ
た
。
公
人

の
身
分
を
棄
て
た
白
居
易
は
、
死
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
専
ら
西
方
浄
土
の
世
界
を
追
求
し
、
仏
教
活
動
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
て

い
っ
た
。
確
か
に
、
こ
の
時
期
の
詩
文
は
、
五
巻
の
『
後
続
集
』
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
。
し

か
し
、
現
存
す
る
彼
の
最
晩
年
に
関
す
る
文
献
資
料
を
分
析
す
る
と
、
致
仕
後
の
白
居
易
は
、
仏
教
に
帰
依
し
、
自
己
の
詩
文
集
が

「
転
法
輪
」
た
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
た
こ
と
が
看
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
先
行
研
究
が
殆
ど
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

本
書
の
下
篇
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
僧
団
の
役
割
」
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
白
居
易
の
七
十
五
歳
と
い
う
長
い
人
生
を
敢
え
て
俯
瞰
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
、
前
期
（
私
人
）・
中
期
（
公

人
）・
後
期
（
私
人
）
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
元
和
初
期
の
諷
諭
詩
の
風
潮
の
裏
に
、
彼
ら
が
詩
文
を
以
て
出
世
へ
の
歩
度
を
加
速
し
よ
う
と
し
た
世
俗
的
な
一
面
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た（５
）。
出
仕
し
て
皇
帝
に
忠
誠
を
誓
い
、
そ
こ
で
手
に
入
れ
た
地
位
を
利
用
し
て
一
族
の
繁
栄
を
図
る
、
こ
れ
は
白
居

易
に
限
ら
ず
、
中
国
封
建
社
会
の
全
て
の
文
人
官
僚
が
志
向
し
た
こ
と
と
も
言
え
る
。
か
つ
て
岡
村
繁
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
白
居
易

の
現
実
的
な
一
面
を
「
俗
」
と
称
し
、
文
人
官
僚
と
し
て
の
白
居
易
の
文
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（６
）。

と
に
か
く
白
楽
天
の
詩
は
、
そ
の
作
品
が
日
記
の
よ
う
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
順
々
に
味
読
し
て
ゆ
く
と
、

彼
の
人
間
ら
し
い
心
情
の
揺
れ
動
き
が
手
に
取
る
よ
う
に
窺
い
得
て
、
実
に
楽
し
く
面
白
い
。
彼
は
、
清
と
俗
と
を
時
に
応
じ

て
巧
み
に
あ
や
つ
り
つ
つ
生
き
抜
い
た
、
し
た
た
か
で
、
し
か
も
見
栄
っ
ぱ
り
な
雑
草
的
詩
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
江
州
左
遷
期
に
白
居
易
が
廬
山
文
学
の
淵
源
の
一
つ
で
あ
る
陶
淵
明
の
詩
文
を
賞
讃
し
な
が

ら
も
、
陶
淵
明
に
従
っ
て
官
僚
の
世
界
と
決
別
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
全
く
念
頭
に
無
か
っ
た
と
い
う
彼
の
生
活
態
度
は
、
決
し
て

理
解
し
難
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
官
位
を
棄
て
て
ま
で
己
の
信
念
を
貫
く
陶
淵
明
は
、
白
居
易
の
理
想
的
な
文
人
の
姿
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
晩
年
に
は
家
族
さ
え
養
う
こ
と
が
で
き
ず
、
貧
困
に
苦
し
め
ら
れ
た
陶
淵
明
の
惨
め

な
姿
は
、
白
居
易
の
願
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
陶
淵
明
の
高
潔
な
人
格
は
、
中
国
文
人
の
典
範
と
な
っ
た
一
方
、
彼

が
取
っ
た
実
際
の
行
動
は
後
の
文
人
の
反
面
教
師
と
も
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る（７
）。
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
文

人
官
僚
の
文
学
作
品
に
詠
唱
さ
れ
た
理
想
と
現
実
と
の
間
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
国
古
典
文
学
の
最
も
普
遍
的
な
現

象
と
も
言
え
る
。
ま
さ
し
く
岡
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
官
僚
時
代
の
白
居
易
の
文
学
は
、「
清
」
と
「
俗
」
と
が
対
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
両
者
が
互
い
に
巧
く
絡
み
合
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。sam
ple
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序論　廬山の風土と白居易文学の展開

二　

白
居
易
文
学
の
展
開
と
廬
山
の
風
土

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
年
間
の
江
州
司
馬
へ
の
左
遷
は
、
彼
の
官
僚
人
生
の
転
換
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究

で
は
、
白
居
易
が
江
州
で
如
何
な
る
経
緯
で
思
想
の
変
化
を
遂
げ
た
の
か
、
江
州
の
独
特
な
風
土
が
白
居
易
の
思
想
変
化
に
如
何
な

前
期

第
一
期

大
暦
七
年
〔
七
七
二
〕～
貞
元
十
六
年
〔
八
〇
〇
〕　

一
歳
～
二
十
九
歳

科
挙
の
勉
強
の
た
め
に
各
地
を
転
々
と
し
、
生
活
は
極
め
て
不
安
定
で
貧
困
で
あ
っ
た
。

私
人

中
期

第
二
期

貞
元
十
七
年
〔
八
〇
一
〕
～
元
和
九
年
〔
八
一
四
〕　

三
十
歳
～
四
十
三
歳

主
に
翰
林
学
士
と
し
て
憲
宗
朝
の
政
権
の
中
枢
で
活
躍
。

官
僚
・
公
人

第
三
期

（
転
換
期
）
元
和
十
年
〔
八
一
五
〕
～
元
和
十
五
年
〔
八
二
〇
〕　

四
十
四
歳
～
四
十
九
歳

江
州
司
馬
左
遷
期
と
忠
州
刺
史
時
期
。
忠
州
時
期
も
左
遷
の
延
長
と
見
て
よ
い
。

第
四
期

長
慶
元
年
〔
八
二
一
〕
～
宝
暦
二
年
〔
八
二
六
〕　

五
十
歳
～
五
十
五
歳

杭
州
・
蘇
州
刺
史
期
。
杭
州
刺
史
と
し
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。

第
五
期

大
和
元
年
〔
八
二
七
〕
～
会
昌
二
年
〔
八
四
二
〕　

五
十
六
歳
～
七
十
一
歳

東
都
太
子
少
傅
時
期
。
洛
陽
に
退
隠
し
、
生
活
の
閑
適
や
身
体
の
満
足
を
求
め
、
西
方
浄
土
を
求
め
る
た
め

に
座
禅
や
斎
戒
に
心
酔
す
る
時
期
。

後
期

第
六
期

会
昌
三
年
〔
八
四
三
〕
～
会
昌
六
年
〔
八
四
六
〕　

七
十
二
歳
～
七
十
五
歳

致
仕
以
後
の
時
期
。
仏
教
に
帰
依
し
、
白
蓮
社
の
伝
統
に
倣
い
七
老
会
を
結
成
し
、
西
方
浄
土
及
び
死
後
の

転
生
を
強
く
意
識
す
る
。

私
人

る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
白
居
易
文
学
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
殆
ど
体
系
的
に
議
論
さ
れ
て
来
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
糸
口
は
、
慧
遠
（
三
三
四
〜
四
一
六
？
）
を
開
祖
と
す
る
僧
団
に
よ
っ
て
六
朝
時

代
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
、
廬
山
の
文
学
的
伝
統
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
論
を
展
開
の
上
で
最

も
基
本
的
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い（９
）。

今
日
ま
で
の
白
居
易
研
究
に
お
い
て
、
白
居
易
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
提
唱
し
た
「
兼
済
・
独
善
」
の
思
想
は
、
儒
家
の
教
え
に
基

づ
い
て
発
展
し
た
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
元
和
十
年
に
制
作
し
た
「
与
元
九
書
」（
巻
二
十
八
・

一
四
八
六
）
に
見
え
る
「
窮
則
獨
善
其
身
、
達
則
兼
濟
天
下
。（
窮
す
れ
ば
則
ち
独
り
其
の
身
を
善よ

く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
済
ふ
）」

の
一
文
は
、『
孟
子
』
尽
心
篇
を
出
典
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
左
遷
以
後
の
白
居
易
の
政
治
に
お
け
る
活
動
を
み

る
と
、
儒
家
が
唱
導
す
る
国
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
姿
勢
と
意
気
込
み
は
、
全
く
窺
え
な
い
。
本
書
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
、
左
遷
以
後
の
白
居
易
が
奉
じ
て
い
た
「
兼
済
・
独
善
」
思
想
は
、
実
は
伝
統
的
な
儒
家
の
教
え
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
東
晋
末

の
廬
山
の
高
僧
で
あ
る
慧
遠
に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
た
「
独
善
」
思
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

慧
遠
は
、
仏
教
の
中
国
化
を
実
現
さ
せ
た
人
物
で
あ
り
、
彼
が
率
い
た
廬
山
僧
団
は
中
国
中
世
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。
そ
の
著
作
は
、
後
世
の
中
国
仏
教
の
発
展
に
多
く
の
理
論
的
根
源
を
与
え
、
就
中
、
最
も
本
質
的
か
つ
重
要
な
の
は
、

彼
の
「
独
善
」
思
想
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
一
連
の
言
説
で
あ
る（あ
）。

慧
遠
の
「
独
善
」
思
想
は
、
一
般
に
は
慧
遠
本
人
の
言
葉
を
借
用
し
て
「
沙
門
不
敬
王
者
（
沙
門
は
王
者
に
敬
せ
ず
）」（
慧
遠
『
沙
門

不
敬
王
者
論
』）
と
解
さ
れ
て
い
る
。
慧
遠
の
こ
の
理
論
は
、
従
来
の
イ
ン
ド
原
始
仏
教
の
教
え
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
儒

家
の
「
独
善
」
思
想
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
中
国
社
会
に
適
応
し
た
仏
教
理
論
で
あ
る（い
）。
彼
は
、
東
晋
末
の
社
会
の
現
実
を
踏
ま

え
、
仏
教
信
者
は
信
仰
に
お
い
て
は
仏
の
教
え
を
信
じ
、
世
俗
に
お
い
て
は
忠
孝
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
斬
新
な
思
想
を
提

sam
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「
独
善
」
思
想
の
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
文
と
慧
遠
の
「
独
善
」
思
想
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
両
者
の
間
に
多
く
の
一
致
点
が
存
在
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
江
州
司
馬
の
時
、
白
居
易
は
時
世
を
諷
刺
す
る
諷
諭
詩
の
制
作
を
き
っ
ぱ
り
と
や
め
、
江
州
の
豊
か
な
生
活
や

廬
山
の
美
し
い
風
景
に
専
ら
そ
の
心
を
傾
け
た
。
中
書
舎
人
の
時
に
は
、
日
々
激
し
く
な
る
牛
李
の
党
争
を
目
に
し
て
、
自
ら
杭
州

刺
史
へ
の
出
向
を
請
願
し
た
。
杭
州
刺
史
の
時
に
は
、
生
活
を
楽
し
む
閑
適
詩
を
大
量
に
制
作
す
る
一
方
、
職
権
を
利
用
し
て
積
極

的
に
民
の
た
め
に
西
湖
を
整
備
し
た
。
洛
陽
の
太
子
賓
客
の
時
に
は
、
政
治
に
対
し
て
一
切
口
を
閉
ざ
し
、
あ
く
ま
で
個
人
的
交
遊

と
し
て
、
対
立
す
る
牛
李
の
両
党
か
ら
多
く
の
友
を
得
た（お
）。
こ
の
よ
う
に
左
遷
以
後
の
彼
の
動
き
を
追
跡
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
彼

が
慧
遠
の
「
独
善
」
思
想
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

白
居
易
に
お
け
る
廬
山
の
文
学
的
伝
統
の
受
容
に
対
す
る
詳
し
い
考
察
は
、
本
書
の
上
篇
「
江
州
の
思
想
的
基
盤
と
白
居
易
文
学

の
展
開
」
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
先
ず
、
白
居
易
が
大
和
三
年
（
八
二
九
）、
五
十
八
歳
の
時
に
制
作
し
た
「
不
出
門
」
詩
（
巻

五
十
七
・
二
七
四
九
）
を
読
ん
で
み
た
い
。

不
出
門
來
又
數
旬　
　
門
を
出
で
ざ
る
よ
り
又
数
旬
な
り

將
何
銷
日
與
誰
親　
　
何
を
将も
つ

て
か
日
を
銷
し　
誰
と
か
親
し
ま
ん

鶴
籠
開
處
見
君
子　
　
鶴
籠　
開
く
る
処　
君
子
を
見

書
卷
展
時
逢
古
人　
　
書
巻　
展の

ぶ
る
時　
古
人
に
逢
ふ

自
靜
其
心
延
壽
命　
　
自
ら
其
の
心
を
静
に
す
れ
ば　
寿
命
延
び

無
求
於
物
長
精
神　
　
物
に
求
む
る
無
く
ん
ば　
精
神
長
ず

出
し
た
。
こ
の
理
論
は
、
の
ち
に
中
国
仏
教
に
お
け
る
礼
制
と
政
治
的
な
原
則
と
の
確
立
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、

日
中
の
水
墨
画
の
常
用
的
な
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
る
慧
遠
・
陶
淵
明
・
陸
修
静
に
纏
わ
る
「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
は
、
ま
さ
し

く
後
世
に
慧
遠
の
三
教
合
一
の
態
度
に
基
づ
い
て
敷
衍
さ
れ
た
逸
話
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（う
）。

慧
遠
の
画
期
的
な
「
沙
門
不
敬
王
者
」
思
想
の
成
立
の
根
幹
に
は
、
孟
子
が
唱
え
た
「
独
善
」
思
想
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

孟
子
の
「
独
善
」
思
想
に
対
す
る
慧
遠
の
解
釈
は
、
時
世
が
自
分
に
不
利
で
あ
れ
ば
身
を
引
く
と
い
う
消
極
的
な
考
え
で
は
な
く
、

時
世
の
流
れ
に
従
っ
て
己
の
動
き
を
巧
み
に
調
整
し
て
ゆ
く
と
い
う
「
独
」
を
強
調
し
た
新
た
な
思
想
で
あ
る
。
そ
の
仏
教
精
神
に

つ
い
て
、
任
継
愈
氏
は
そ
の
『
中
国
仏
教
史
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る（え
）。

慧
遠
の
な
か
の
儒
教
的
伝
統
は
、
彼
が
仏
教
の
多
数
の
学
説
を
利
用
し
改
造
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
更
に
は
中
国
で
仏
教
が

発
展
し
独
立
し
て
い
く
の
に
決
定
的
な
作
用
を
な
し
た
。
こ
の
慧
遠
の
な
か
の
儒
教
的
伝
統
は
、
彼
が
形
式
上
は
批
判
し
た
儒

家
的
な
伝
統
的
観
念
と
と
も
に
、
仏
教
が
中
国
の
上
部
構
造
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
独
立
し
て
発
展
し
て
い
く
地
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
補
助
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
慧
遠
は
中
国
仏
教
史
上
の
記
念
碑
的
人
物

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
慧
遠
の
「
独
善
」
思
想
の
真
髄
は
、
危
険
を
回
避
し
、
現
実
に
適
応
す
る
動
き
を
と
り
、
自
分
の
能
力
の
範
囲
内
で

行
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
東
晋
末
と
い
う
乱
世
に
お
い
て
、
時
の
権
力
者
に
対
し
て
、
政
治
的
な
立
場
を
一
切
問
わ

ず
、
廬
山
を
訪
ね
る
も
の
を
全
て
温
か
く
迎
え
入
れ
、
多
く
の
名
士
や
隠
者
を
結
集
さ
せ
、
廬
山
僧
団
を
最
大
の
宗
教
勢
力
に
ま
で

育
て
あ
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
人
未
踏
の
偉
業
が
達
成
で
き
た
の
も
、
ま
さ
し
く
時
の
浮
き
沈
み
に
応
じ
て
動
く
と
い
う
彼
特
有
の

sam
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人
の
死
後
、
あ
る
地
域
に
お
い
て
そ
の
文
学
が
発
揚
さ
れ
る
過
程
に
対
す
る
研
究
は
、
殆
ど
見
当
た
ら
な
い（か
）。
本
書
の
下
篇
「『
白

氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
僧
団
の
役
割
」
で
は
、
廬
山
僧
団
の
積
極
的
な
介
入
が
な
け
れ
ば
、『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
保
存
が
な

か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
廬
山
僧
団
は
、
白
居
易
文
学
の
発
揚
に
最
大
限
の
力
を
投
じ
、
積
極
的
に
彼
の
文
集
を
転
写
し
て

後
世
へ
伝
え
る
こ
と
に
努
め
る
一
方
、
白
居
易
の
名
声
を
借
り
て
中
国
仏
教
界
に
お
け
る
廬
山
僧
団
の
確
固
た
る
不
動
の
地
位
を
取

り
戻
し
た
の
で
あ
る
。
詩
人
と
あ
る
特
定
の
地
域
及
び
集
団
と
の
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
の
関
係
に
対
す
る
考
察
は
、
地
域
文
化
の

研
究
は
も
と
よ
り
、
詩
人
本
人
の
思
想
や
文
学
の
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
最
も
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
書
の
下
篇
に
お
け
る
研
究
は
、
文
学
と
地
域
文
化
と
に
対
す
る
今
後
の
研
究
に
も
、
一
つ
の
新
た
な
視
点
を
提
供
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
先
学
諸
氏
に
よ
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
白
居
易
の
江
州
左
遷
時
期
の
詩
文
を
基
本
材
料
と
し
、
左

遷
以
後
の
詩
文
も
視
野
に
入
れ
、
現
在
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
左
遷
以
後
の
白
居
易
の
文
学
思
想
が
如
何
な
る
経
緯
で

変
化
し
て
ゆ
く
か
を
解
明
し
、
更
に
、
彼
の
詩
文
集
と
文
学
思
想
と
が
、
如
何
な
る
形
で
唐
末
五
代
と
い
う
混
乱
期
を
乗
り
越
え
て

宋
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
よ
っ
て
、
本
書
は
、
上
篇
「
江
州
の
思
想
的
基
盤
と
白
居
易

文
学
の
展
開
」
と
下
篇
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
僧
団
の
役
割
」
と
に
分
け
て
論
を
進
め
る
。
各
章
節
の
問
題
の
所
在
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊

上
篇
「
江
州
の
思
想
的
基
盤
と
白
居
易
文
学
の
展
開
」
で
は
、
主
に
白
居
易
が
左
遷
時
期
に
創
作
し
た
詩
文
を
中
心
に
、
江
州
に

お
け
る
白
居
易
の
思
想
的
変
化
の
軌
跡
を
描
き
、
江
州
時
代
の
左
遷
生
活
が
、
彼
の
そ
の
後
の
人
生
と
文
学
と
に
如
何
な
る
影
響
を

与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

能
行
便
是
眞
修
道　
　
能
く
行お
こ
な
ふ
は
便
ち
是
れ
真
の
修
道

何
必
降
魔
調
伏
身　
　
何
ぞ
必
ず
し
も
降
魔
調
伏
の
身
の
み
な
ら
ん
や

こ
の
詩
に
お
い
て
、
白
居
易
は
克
明
に
己
の
思
想
の
核
心
を
吐
露
し
て
い
る
。「
能
く
行
ふ
は
便
ち
是
れ
真
の
修
道
」
と
は
、
敢

え
て
無
理
に
出
家
す
る
こ
と
に
拘
ら
ず
、
己
の
力
が
及
ぶ
範
囲
で
修
行
し
続
け
る
こ
と
を
言
い
、
ま
さ
に
慧
遠
の
「
独
善
」
思
想
の

真
髄
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

三　

本
書
の
目
的
と
構
成

と
こ
ろ
で
、
文
学
と
地
方
の
風
土
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
詩
人
の
作
品
に
そ
の
地
方
独
特
の
風
景
が
如
何
に
描
か

れ
て
い
る
か
、
そ
の
地
方
の
風
俗
が
如
何
に
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
白
居
易
が
江
州
司
馬
時
期
に
制
作
し
た
詩
文
の
中
に
は
、
江
州
の
独
特
な
風
俗
や
廬
山
の
秀
麗
た
る
風
景
を
描
く
も
の
も
数

多
く
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
書
の
上
篇
「
江
州
の
思
想
的
基
盤
と
白
居
易
文
学
の
展
開
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
面

的
な
表
現
に
止
ま
ら
ず
、
廬
山
の
文
学
的
伝
統
が
、
白
居
易
の
文
学
思
想
の
深
層
部
に
如
何
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い

て
も
究
明
す
る
。

ま
た
、
本
書
が
も
う
一
つ
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
白
居
易
が
亡
く
な
っ
た
の
ち
、
彼
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
続
け
て
い
た
廬
山

僧
団
が
、
彼
の
文
集
の
保
存
や
文
学
の
伝
承
に
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
白
居
易
研
究
に
限
ら
ず
、

近
年
盛
ん
な
地
域
文
化
に
対
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
生
前
の
詩
人
と
そ
の
地
域
と
の
関
係
を
研
究
す
る
の
が
本
流
で
あ
り
、
詩

sam
ple
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＊

下
篇
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山
僧
団
の
役
割
」
で
は
、
白
居
易
自
身
の
詩
文
大
集
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』
に
対
す
る
編
纂

意
識
及
び
保
存
意
識
を
分
析
し
、
更
に
、
現
在
懸
案
に
な
っ
て
い
る
唐
末
五
代
に
お
け
る
日
本
と
中
国
で
の
『
白
氏
文
集
』
の
伝
承

経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章
「『
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
廬
山―

匡
白
「
江
州
徳
化
王
東
林
寺
白
氏
文
集
記
」
を
中
心
に―

」
で
は
、『
全
唐
文
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
匡
白
「
江
州
徳
化
王
東
林
寺
白
氏
文
集
記
」
に
対
す
る
分
析
を
通
し
、
東
林
寺
・
聖
善
寺
・
南
禅
院
の
三
本
の

『
白
氏
文
集
』
は
、
何
れ
も
七
十
巻
本
で
、
廬
山
の
東
林
寺
僧
侶
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
白
居
易
の
最

晩
年
の
詩
文
を
記
す
続
後
集
五
巻
が
伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
が
、
会
昌
廃
仏
の
擾
乱
と
大
い
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

更
に
、『
白
氏
文
集
』
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
単
な
る
己
の
文
学
作
品
を
結
集
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
詩
集
を
仏
教
の
経

典
と
同
視
す
る
意
図
が
存
在
し
、
し
か
も
彼
の
こ
の
意
図
が
、
廬
山
僧
団
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
南
方
仏
教
界
の
承
認
に
よ
っ
て
実

現
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
六
章
「
慧
萼
と
蘇
州
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝
来―

会
昌
四
年
識
語
を
読
み
解
く―

」
で
は
、
現
在
散
見
す
る

慧
萼
が
会
昌
四
年
に
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
を
写
し
た
際
に
記
し
た
十
二
条
の
識
語
を
集
め
て
解
読
し
、
慧
萼
が
如
何
な
る
人
物

で
、
そ
し
て
、
彼
が
南
禅
院
本
『
白
氏
文
集
』
を
写
し
た
歴
史
的
な
背
景
と
動
機
と
を
探
り
出
し
、『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝
来
の

経
緯
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
七
章
「
唐
末
五
代
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
伝
承―

詩
僧
斉
己
の
活
動
を
中
心
に―

」
で
は
、
ま
ず
東
林
寺
本
『
白
氏

文
集
』
を
廬
山
か
ら
持
ち
出
し
た
の
は
五
代
時
期
の
荊
南
節
度
使
の
高
季
興
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
、
こ
の
東
林
寺
本
を

め
ぐ
る
一
連
の
動
き
の
背
後
に
、
東
林
寺
僧
侶
で
あ
っ
た
詩
僧
斉
己
の
存
在
が
あ
り
、
彼
が
高
季
興
に
廬
山
か
ら
『
白
氏
文
集
』
を

第
一
章
「
元
白
の
悼
亡
唱
和
詩
と
そ
の
時
代
精
神―

新
文
学
様
式
創
出
の
背
景―

」
で
は
、
江
州
左
遷
以
前
の
白
居
易
の
生

活
・
交
遊
の
実
態
と
そ
の
思
想
的
淵
源
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
元
稹
・
白
居
易
の
詩
歌
唱
和
活
動
に
着
目
し
、
元
白
両
家
の
家

族
ぐ
る
み
（
母
・
妻
・
子
）
の
交
友
と
、
唐
代
の
宗
教
観
（
霊
魂
の
存
続
）
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章
「
江
州
の
風
土
と
白
居
易
の
思
想
転
換―

中
唐
に
お
け
る
江
州
の
経
済
的
地
位
を
視
座
と
し
て―

」
で
は
、
白
居
易

の
江
州
時
期
の
詩
文
に
見
え
る
江
州
の
稲
作
を
中
心
と
し
、
江
州
を
は
じ
め
と
す
る
江
西
地
域
が
中
唐
に
お
け
る
経
済
・
交
通
・
軍

事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
江
州
の
経
済
的
地
位
と
い
う
新
し
い

視
点
か
ら
、
白
居
易
が
江
州
刺
史
か
ら
江
州
司
馬
へ
と
貶
め
ら
れ
た
真
の
理
由
に
迫
る
。
更
に
、
白
居
易
の
江
州
で
の
悠
々
自
適
の

生
活
が
、
左
遷
後
の
閑
適
思
想
に
如
何
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

第
三
章
「
白
居
易
と
廬
山
僧
団
と
の
交
遊―

東
・
西
二
林
寺
を
中
心
に―

」
で
は
、
従
来
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
廬
山

の
名
刹
で
あ
る
東
・
西
二
林
寺
に
纏
わ
る
白
居
易
の
詩
文
を
中
心
に
、
白
居
易
の
仏
教
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
人
生
観
の
変
化
を
ど
う
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
し
て
、
白
居
易
が
二
林
寺
を
は
じ
め
と
す
る
廬
山
仏
教
の
影

響
を
受
け
、
遂
に
「
兼
済
」
か
ら
「
独
善
」
へ
と
思
想
的
転
換
を
決
意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
左
遷
以
後
も
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
廬
山
僧
団
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
そ
の
仏
教
信
仰
の
核
心
で
あ
る
「
浄
土
信
仰
」
と
「
文
字
因
縁
」
思
想
も
、
廬

山
の
仏
教
文
学
的
伝
統
を
継
承
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
廬
山
仏
教
思
想
と
白
居
易
の
文
学―

山
水
詩
の
系
譜
に
つ
い
て
の
一
考
察―

」
で
は
、
六
朝
か
ら
中
唐
に
わ
た
っ

て
の
山
水
詩
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
白
居
易
の
後
期
の
文
学
思
想
が
大
い
に
東
林
寺
の
開
祖
慧
遠
の
文
学
的
・
宗
教
的
思

想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
論
じ
る
。
白
居
易
は
、
慧
遠
僧
団
か
ら
学
ん
だ
山
水
浄
土
思
想
と
禅
修
思
想
と
を
唱
え
な
が
ら
、
廬
山

の
山
水
を
楽
し
み
つ
つ
、
人
生
の
最
困
難
期
を
乗
り
越
え
た
の
で
あ
る
。sam
ple
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（
3
）
従
来
の
文
学
史
の
概
論
で
は
、『
旧
唐
書
』
白
居
易
伝
に
基
づ
き
江
州
左
遷
時
期
を
境
に
し
て
前
後
二
期
と
分
け
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
例
え
ば
、
一
般
に
中
国
の
大
学
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
游
国
恩
・
蕭
滌
非
等
主
編
『
中
国
文
学
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一

九
六
三
〜
一
九
六
四
年
）
や
近
年
出
版
さ
れ
た
蹇
長
春
『
白
居
易
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
も
こ
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
。

新
旧
唐
書
に
お
け
る
白
居
易
伝
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
下
定
雅
弘
『
白
氏
文
集
を
読
む
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
）
終
章
「
白
居
易
の
一
生

を
ど
う
見
る
か
？―

新
旧
両
唐
書
の
二
つ
の
白
居
易
像
を
め
ぐ
っ
て―

」
に
詳
細
な
論
述
が
あ
る
。
な
お
、
本
書
が
参
考
に
し
た
主

な
白
居
易
の
伝
記
は
次
の
通
り
。

＊
大
町
桂
月
等
『
白
楽
天
』（
支
那
文
学
大
綱
巻
二
、
大
日
本
図
書
、
一
八
九
七
年
）

＊
王
拾
遺
『
白
居
易
研
究
』（
上
海
文
芸
聯
合
出
版
社
、
一
九
五
四
年
）

＊
蘇
仲
翔
『
白
居
易
伝
論
』（
上
海
文
芸
聯
合
出
版
社
、
一
九
五
五
年
）

＊
范
寧
『
白
居
易
』（
新
知
識
出
版
社
、
一
九
五
五
年
）

＊
片
山
哲
『
大
衆
詩
人
白
楽
天
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
）

＊
万
曼
『
白
居
易
伝
』（
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）

＊
堤
留
吉
『
白
楽
天

：
生
活
と
文
学
』（
敬
文
社
、
一
九
五
七
年
）

＊A
rthur  W

aley 

著
・
花
房
英
樹
訳
『
白
楽
天
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
年
）

＊
平
岡
武
夫
『
白
居
易
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）

＊
褚
斌
傑
『
白
居
易
評
伝
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

＊
太
田
次
男
『
諷
諭
詩
人

：

白
楽
天
』（
集
英
社
、
一
九
八
三
年
）

＊
花
房
英
樹
『
白
楽
天
』（
清
水
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

＊
下
定
雅
弘
『
白
楽
天
の
愉
悦

：

生
き
る
叡
智
の
輝
き
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

（
4
）
白
居
易
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
封
建
社
会
の
文
人
官
僚
に
と
っ
て
、
致
仕
に
特
別
な
意
義
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
静
永
健
『
白

居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
上
篇
第
一
章
「
白
居
易
と
杜
甫
『
人
生
七
十
古
来
稀
』
句
」（
原
題
「
杜
甫
『
人
生

七
十
古
来
稀
』
の
典
拠
に
つ
い
て
」『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
5
）
前
掲
注
（
4
）
静
永
健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
中
篇
第
一
章
「
李
紳
・
元
稹
の
『
新
題
楽
府
』」（
原
題
「
元
稹
『
和
李
校
書
新

取
り
寄
せ
る
こ
と
を
願
っ
た
真
の
動
機
が
、
ま
さ
し
く
『
白
氏
文
集
』
の
保
存
と
補
完
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
八
章
「『
白
氏
文
集
』
の
補
綴―

宋
代
私
撰
類
書
に
残
る
白
居
易
の
逸
文―

」
で
は
、
従
来
の
白
居
易
研
究
に
お
い
て
顧

み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
宋
代
の
私
撰
類
書
を
取
り
上
げ
、「
酥
香
伝
」
や
「
八
月
十
四
日
夜
翫
月
次
韻
」
詩
を
は
じ
め
と
す
る

白
居
易
の
散
佚
詩
文
を
蒐
集
し
て
考
察
を
加
え
、『
白
氏
文
集
』
の
更
な
る
補
綴
を
試
み
る
。

以
上
、
本
書
は
白
居
易
の
文
学
と
そ
の
文
集
の
伝
承
を
、
廬
山
文
学
史
と
い
う
大
き
な
枠
組
の
中
で
捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
と
は
全
く
異
な
る
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
白
居
易
文
学
の
新
た

な
一
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
更
に
、『
白
氏
文
集
』
の
成
立
経
緯
に
対
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
唐
末
五
代
の
日
中
に
お
け
る

白
居
易
文
学
の
受
容
の
実
態
及
び
そ
の
時
代
背
景
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
1
）
大
江
匡
房
『
江
談
抄
』（
川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
著
『
江
談
證
注
』
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
）
第
四
に
、「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
。
廬
山
雨

夜
草
庵
中
。
白
。
古
人
傳
云
、
此
句
文
集
第
一
句
云
々
。
故
源
右
府
仰
云
、
不
避
三
連
之
句
也
。
難
為
規
模
云
々
。」
と
あ
る
。

（
2
）
白
居
易
が
、
自
分
の
文
学
才
能
を
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
発
言
と
し
て
は
、「
与
元
九
書
」（『
白
氏
文
集
』
巻
二
十

八
・
一
四
八
六
）
に
、「
僕
始
生
六
七
月
時
、
乳
母
抱
弄
於
書
屛
下
、
有
指
無
字
之
字
示
僕
者
、
僕
雖
口
未
能
言
、
心
已
黙
識
、
後
有
問
此

二
字
者
、
雖
百
十
其
試
、
而
指
之
不
差
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
の
ち
元
稹
の
「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
本
書
に
引
用
し
た
白
居
易
の
詩
文
は
、
何
れ
も
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。
作
品
番
号
は
、
花
房

英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
準
拠
す
る
。
作
品
繫
年
は
、
主
に
朱
金
城
『
白
居
易
年
譜
』（
文
史

哲
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
し
た
。

sam
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受
業
、
居
學
數
年
、
通
五
經
並
緯
候
、
名
冠
同
門
、
號
曰
『
顏
子
』。
既
而
閑
居
讀
『
老
』『
易
』、
入
廬
山
事
沙
門
釋
慧
遠
。
…
…
高
祖
之

北
討
、
世
子
居
守
、
迎
續
之
館
於
安
樂
寺
、
延
入
講
『
禮
』。」
と
あ
る
。
ま
た
、
慧
遠
の
高
弟
で
あ
る
雷
次
宗
は
、
宋
文
帝
の
元
嘉
年
間

の
四
学
の
儒
学
を
牛
耳
っ
て
い
た
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
な
お
、
後
世
、
慧
遠
僧
団
の
こ
の
よ
う
な
三
教
思
想
を
融
合
す
る
姿
勢
を
「
独

善
」
と
称
し
て
い
た
。
例
え
ば
、『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
に
、『
詩
議
』
の
文
章
を
引
い
て
、「
論
人
則
康
樂
公
（
謝
霊
運
）
秉
獨
善
之
資
、

振
頽
靡
之
俗
。」
と
述
べ
て
い
る
。
迦
才
『
浄
土
論
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
七
冊
）
に
、「
然
上
古
之
先
匠
遠
法
師
・
謝
霊
運
等
、
雖
以

僉
期
西
境
、
終
是
獨
善
一
身
。」
と
あ
る
。

（
12
）
陳
舜
兪
『
廬
山
記
』（
日
本
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）
巻
一
「
揔
叙
山
篇
」
に
、「
流
泉
匝
寺
、
下
入
虎
溪
。
昔
遠
師
送
客
過
此
、
虎
輒
號
鳴
、

故
名
焉
。
時
陶
元
亮
居
栗
里
山
南
、
陸
脩
靜
亦
有
道
之
士
、
遠
師
嘗
送
此
二
人
、
與
語
道
合
、
不
覺
過
之
、
因
相
與
大
笑
。
今
世
傳
三
笑

圖
、
蓋
起
於
此
。」
と
あ
る
。
慧
遠
（
仏
）・
陶
淵
明
（
儒
）・
陸
修
静
（
道
）
の
三
人
の
交
遊
に
纏
わ
る
逸
話
は
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
合

一
思
想
の
成
立
を
代
表
す
る
伝
説
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
に
限
ら
ず
、
日
本
の
文
学
・
絵
画
・
庭
園
建
設
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
詳
細
は
中
村
渓
男
「
文
清
筆
虎
渓
三
笑
図
に
つ
い
て
」（『
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
第
二
二
二
号
、
一
九
六
九
年
）
や
、
キ
ー
ン
マ
ー

ク
・
ピ
ー
タ
ー
（K

eane M
arc Peter

）「
西
本
願
寺
対
面
所
庭
園
の
別
名
『
虎
渓
の
庭
』
の
由
来
と
そ
の
造
形
に
つ
い
て
」（『
日
本
庭
園
学
会

誌
』
第
十
輯
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
陶
淵
明
と
慧
遠
僧
団
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
松
本
幸
男
『
魏
晋
詩
壇
の
研
究
』（
朋

友
書
店
、
一
九
九
五
年
）
第
七
章
「
陶
淵
明
の
生
涯
と
作
品
」
第
五
節
「
淵
明
の
人
生
哲
学
」
を
参
照
。

（
13
）
任
継
愈
主
編
『
中
国
仏
教
史
』
第
二
冊
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）。
引
用
文
は
、
そ
の
日
本
語
訳
本
『
定
本
中
国
仏
教

史
』
第
二
冊
（
丘
山
新
等
訳
、
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
14
）
白
居
易
の
諷
諭
詩
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
4
）
静
永
健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
を
参
照
。
白
居
易
の
閑
適
詩
に
関
し
て
は
、

埋
田
重
夫
『
白
居
易
研
究　
閑
適
の
詩
想
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
中
唐
に
お
け
る
牛
李
の
党
争
に
対
す
る
研
究
は
、

傅
錫
壬
『
牛
李
党
争
与
唐
代
文
学
』（
東
大
図
書
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

（
15
）
中
国
に
お
け
る
詩
人
と
地
域
文
化
の
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
戴
偉
華
『
地
域
文
化
与
唐
代
詩
歌
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
を

参
照
。

題
楽
府
十
二
首
』
の
創
作
意
図
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
三
集
、
一
九
九
一
年
）。

（
6
）
岡
村
繁
「
清
と
俗―

壮
年
時
代
の
白
楽
天―

」（
新
釈
漢
文
大
系
季
報
No.

 

79
、
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
）。

（
7
）
例
え
ば
、
孫
明
君
「
陶
淵
明

：

幻
滅
的
田
園
夢
」（『
漢
魏
文
学
与
政
治
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
、「
如
果
是
一
条
理
想
的
路
、

一
定
会
有
諸
多
的
追
随
者
、
倣
効
者
、
然
而
淵
明
的
身
後
是
寂
寞
的
。
在
他
去
世
後
的
両
百
年
里
、
只
有
両
位
詩
人
倣
作
過
両
首
詩
、
一

是
鮑
照
的
『
学
陶
彭
沢
体
』、
一
是
江
淹
的
『
擬
陶
徴
君
田
居
』。
是
的
、
唐
宋
以
降
、
中
国
歴
史
上
不
乏
景
仰
淵
明
的
士
人
詩
人
、
但
中

国
古
代
的
大
詩
人
中
、
再
找
不
出
第
二
位
走
向
田
園
、
走
入
貧
民
生
活
之
中
、
自
覚
自
愿
地
去
承
受
『
枯
槁
』
生
活
的
人
。」
と
い
う
指
摘

が
見
え
る
。

（
8
）
白
居
易
に
お
け
る
「
私
人
・
公
人
」
と
い
う
考
え
方
の
成
立
は
、
彼
の
十
五
巻
詩
集
を
編
纂
す
る
際
に
考
え
出
し
た
「
諷
諭
・
閑
適
・

感
傷
・
雑
律
」
と
い
う
四
分
類
法
か
ら
窺
え
る
。
詳
細
な
考
証
は
前
掲
注
（
4
）
静
永
健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
上
篇
第
二
章

「
詩
集
四
分
類
の
構
想
」（
原
題
「
白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察―

特
に
閑
適
詩
・
感
傷
詩
の
分
岐
点
を
め
ぐ
っ
て―

」

『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
号
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
白
居
易
が
公
私
の
立
場
に
よ
っ
て
宗
教
に
対
し
て
異
な
る
態
度
を
と
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
試
論
白
居
易
的
道
教
信
仰―

以
此
為
分
析
中
唐
文
人
思
想
信
仰
的
一
個
範
例
」（『
第
三
届
環
中
国
海
漢
学
研
討

会
会
議
論
文
集
』
環
中
国
海
研
究
学
会
・
淡
江
大
学
中
文
系
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
9
）
廬
山
の
文
学
伝
統
の
淵
源
に
つ
い
て
、
白
居
易
は
、「
代
書
」（
巻
二
十
六
・
一
四
八
〇
）
に
、「
廬
山
自
陶
（
淵
明
）・
謝
（
霊
運
）
洎
十

八
賢
（
慧
遠
を
は
じ
め
と
す
る
白
蓮
社
）
已
還
、
儒
風
緜
緜
、
相
續
不
絶
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
文
学
と
い
う
角
度
か
ら
慧
遠

僧
団
の
著
作
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
橘
英
範
に
よ
る
慧
遠
の
「
遊
廬
山
」
唱
和
詩
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
（「
慧
遠
の
唱
和
集―

『
廬
山

唱
和
詩
』
を
中
心
と
し
て―

」『
岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
集
』
白
帝
社
、
一
九
九
九
年
、「『
廬
山
唱
和
詩
』
訳
注
稿
』
一
・
二
・
三
・

四
」『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
二
・
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
号
、
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
年
、「
廬
山
唱
和
詩
に
つ
い
て
（
上
・
中
・

下
）」『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
六
・
三
十
七
・
三
十
八
号
、
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
年
）
や
薄
井
俊
二
「
廬
山
慧
遠
と
文
学―

自

然
・
文
学
・
思
想
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
巻
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
10
）
木
村
英
一
「
中
国
中
世
思
想
史
に
お
け
る
廬
山
」（
木
村
英
一
編
『
慧
遠
研
究　
研
究
編
』
創
文
社
、
一
九
六
〇
年
）
を
参
照
。

（
11
）
現
存
資
料
か
ら
み
る
と
、
慧
遠
は
、
廬
山
に
お
い
て
積
極
的
に
儒
教
の
経
典
も
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
陸
徳
明

『
経
典
釈
文
』
毛
詩
音
義
に
、「
周
續
之
與
雷
次
宗
同
定
慧
遠
法
師
『
詩
』
義
」
と
あ
る
。『
宋
書
』
周
続
之
伝
に
、「
續
之
年
十
二
、
詣
寧

sam
ple


